
⑥
農
林
漁
業
の
六
次
産
業
化

　

こ
れ
ま
で
、
各
種
講
習
会
や
異

業
種
交
流
会
な
ど
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
両
面

か
ら
の
独
自
支
援
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
今
後
も
引
き
続
き
、
こ
れ

ら
の
取
り
組
み
を
推
進
し
な
が
ら
、

農
林
漁
業
者
と
商
工
業
者
な
ど
と

が
有
機
的
に
連
携
す
る
農
商
工
連

携
な
ど
を
進
め
る
な
ど
、
農
林
漁

業
者
の
所
得
向
上
と
担
い
手
の
育

成
を
図
り
ま
す
。

⑦
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進

 　

次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
技
術

を
市
民
生
活
に
浸
透
さ
せ
る
た
め
、

天
辰
第
一
地
区
土
地
区
画
整
理
事

業
地
内
の
市
有
地
に
つ
い
て
、
民

間
活
力
に
よ
り
ス
マ
ー
ト
タ
ウ
ン

と
し
て
整
備
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
産
業
の

企
業
誘
致
、
民
間
の
設
備
投
資
お

よ
び
製
品
開
発
の
促
進
を
強
化
す

る
と
と
も
に
、
地
域
経
済
へ
の
波

及
効
果
の
増
大
、
他
産
業
と
の
連

携
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
以
前
よ
り
要
望
が
あ
っ

た
滄
浪
地
区
の
休
耕
田
対
策
に
つ

い
て
は
、
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
の
推
進
、
企
業
誘
致
の
強

化
、
川
内
港
背
後
地
の
開
発
、
南

九
州
西
回
り
自
動
車
道
の
整
備
進

展
、
県
道
迂
回
道
路
な
ど
の
発
生

土
の
有
効
活
用
な
ど
を
踏
ま
え
て
、

川
内
港
久
見
崎
み
ら
い
ゾ
ー
ン
開

発
事
業
と
し
て
調
査
に
着
手
し
た

い
と
考
え
て
お
り
、
今
後
、
地
権

者
な
ど
の
意
向
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

具
体
的
な
事
業
計
画
を
策
定
す
る

所
存
で
す
。

⑧
観
光
・
ス
ポ
ー
ツ

　

交
流
人
口
の
増
加
な
ど
に
よ
る

地
域
住
民
の
所
得
向
上
を
図
る
た

め
、
地
域
づ
く
り
と
観
光
を
結
び

付
け
、
お
も
て
な
し
体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム
や
魅
力
あ
ふ
れ
る
食
の
提
供

な
ど
、
市
民
自
ら
が
本
市
の
未
来

を
考
え
創
っ
て
い
く
事
業
を
展
開

し
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
32
年
開
催
の
第
75

回
国
民
体
育
大
会「
燃
ゆ
る
感
動

か
ご
し
ま
国
体
」に
向
け
て
、
施

設
整
備
や
広
報
活
動
な
ど
を
行
う

と
と
も
に
、
全
国
各
地
か
ら
来
場

い
た
だ
く
皆
さ
ん
を「
お
も
て
な

し
の
心
」で
お
迎
え
し
、
本
市
の

魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

⑨
教
育
の
振
興

　
「
ふ
る
さ
と
を
愛
し 

心
豊
か
に

た
く
ま
し
く
生
き
る 

薩
摩
川
内

の
ひ
と
づ
く
り
」を
基
本
に
、
小

中
一
貫
校
の
さ
ら
な
る
充
実
に
努

め
ま
す
。

　

特
に
、
東
郷
地
域
の
施
設
一
体

型
小
中
一
貫
校
の
平
成
31
年
度
開

設
に
向
け
、
校
舎
や
屋
内
運
動
場

な
ど
の
建
設
工
事
を
進
め
る
と
と

も
に
、
学
校
施
設
長
寿
命
化
計
画

を
策
定
し
、
学
校
施
設
な
ど
の
効

率
的
か
つ
円
滑
な
整
備
を
計
画
的

に
進
め
ま
す
。

⑪
組
織
・
機
構
の
見
直
し

　

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
施
策
の

中
で
、
特
に
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ

て
取
り
組
む
施
策（
例
え
ば
、
女

性
活
躍
推
進
、
少
子
化
対
策
、
地

域
政
策
の
拡
充
、
次
世
代
エ
ネ
ル

ギ
ー
関
連
産
業
の
企
業
誘
致
、
国

民
体
育
大
会
な
ど
）に
対
応
す
る

た
め
、
組
織
・
機
構
の
見
直
し
も

行
い
ま
す
。

　

な
お
、
支
所
の
再
編
に
つ
い
て

は
、
本
土
４
支
所
は
、
規
模
を
縮

小
し
て
存
続
さ
せ
、
甑
島
地
域
４

支
所
は
、
藺
牟
田
瀬
戸
架
橋
の
完

成
時
期
を
見
据
え
な
が
ら
、
さ
ら

に
検
討
を
進
め
ま
す
。

予
算
の
大
綱

　

国
に
お
き
ま
し
て
は
、
経
済
・

財
政
再
生
計
画
の
枠
組
み
の
下
、

手
を
緩
め
る
こ
と
な
く
歳
出
改
革

に
取
り
組
む
一
方
、「
一
億
総
活

躍
社
会
」の
実
現
に
向
け
て
成
長

と
分
配
の
好
循
環
を
強
化
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
引
き

続
き
、
財
政
運
営
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

よ
り
健
全
な
行
財
政
運
営
に
努
め

な
が
ら
、
重
要
な
課
題
に
対
し
て

積
極
的
な
施
策
展
開
を
図
っ
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
本
年
度

当
初
予
算
案
に
お
い
て
は
、
総
合

戦
略
に
掲
げ
る
事
業
に
つ
い
て
優

先
的
に
予
算
を
確
保
し
な
が
ら
、

事
業
の
さ
ら
な
る
選
択
と
集
中
を

図
る
こ
と
と
し
、「
未
来
を
拓
き

地
域
活
力
を
高
め
る
実
行
予
算
」

と
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
結
果
、
一
般
会
計
当

初
予
算
の
規
模
は
、
平
成
28
年
度

当
初
予
算
に
比
べ
、
３
・
９
％
増

の
５
３
８
億
４
０
０
０
万
円
、
簡

易
水
道
事
業
な
ど
13
の
特
別
会
計

の
合
計
で
３
０
２
億
７
８
２
９
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
平
成
29
年
度
に
お
い
て

も
、
本
格
的
な
年
間
予
算
と
し
て

編
成
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
特
定

離
島
ふ
る
さ
と
お
こ
し
推
進
事
業

な
ど
、
採
択
状
況
を
見
極
め
る
必

要
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
６

月
期
の
補
正
予
算
案
と
し
て
提
案

す
る
方
針
で
す
。

結
び

　

最
後
に
、
本
年
度
も
各
種
施
策

を
展
開
・
推
進
す
る
に
当
た
り
、

市
民
の
皆
さ
ま
の
よ
り
一
層
の
ご

理
解
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

本
市
を
め
ぐ
る
最
近
の
動
き

　

１
月
６
日
お
よ
び
７
日
に
、
新

春
を
飾
る
消
防
出
初
式
を
挙
行
し
、

今
年
一
年
の
平
穏
無
事
を
願
う
と

と
も
に
、
翌
８
日
に
は
、
新
成
人

の
門
出
を
祝
う
成
人
式
を
盛
大
に

実
施
し
ま
し
た
。

　

同
月
５
日
に
、
三
反
園
県
知
事

を
訪
問
し
、
川
内
駅
東
口
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
施
設
整
備
事
業
の
概

要
、
旧
川
内
市
が
川
内
原
子
力
発

電
所
の
立
地
に
同
意
し
た
経
緯
や

再
稼
働
ま
で
の
経
過
な
ど
を
説
明

し
、
原
子
力
防
災
に
関
す
る
避
難

計
画
の
見
直
し
や
避
難
道
路
の
整

備
に
つ
い
て
は
、
県
と
協
議
し
な

が
ら
、
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む

こ
と
で
一
致
し
ま
し
た
。
翌
６
日

に
は
、
川
内
原
子
力
発
電
所
１
号

機
が
定
期
点
検
を
終
え
て
通
常

運
転
に
復
帰
し
、
同
月
28
日
に
は
、

川
内
原
子
力
発
電
所
の
重
大
事
故

を
想
定
し
た
原
子
力
防
災
訓
練
を
、

県
と
Ｕ
Ｐ
Ｚ
内
の
９
市
町
主
催
に

よ
り
実
施
し
ま
し
た
。
翌
29
日
に

は
、
山
本
幸
三
内
閣
府
特
命
担
当

大
臣（
地
方
創
生
・
規
制
改
革
）が

本
市
を
来
訪
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
月
５
日
に
は
、
県
主
催
に
よ

る「
知
事
と
語
ろ
う
車
座
対
話
」が

本
市
で
開
催
さ
れ
、
同
月
17
日
に

は
、
参
議
院
決
算
委
員
会
の
委
員

10
名
が
川
内
原
子
力
発
電
所
を
視

察
、
翌
18
日
に
は
、
田
中
俊
一
原

子
力
規
制
委
員
会
委
員
長
が
本
市

を
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
今
年
に
入
り
大

臣
を
は
じ
め
と
す
る
国
・
県
の

方
々
に
本
市
を
訪
問
い
た
だ
き
、

地
方
創
生
に
向
け
た
取
組
状
況
や

市
が
抱
え
る
課
題
な
ど
に
つ
い
て
、

説
明
す
る
機
会
が
多
く
あ
り
ま
し

た
。
今
後
と
も
国
・
県
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
市
政
発
展
に
取
り

組
み
ま
す
。

本
年
度
の
施
策
概
要

　

本
市
の
本
年
度
の
主
要
施
策
に

つ
き
ま
し
て
は
、
人
口
減
少
、
少

子
・
高
齢
化
対
策
と
い
う
直
面
す

る
構
造
的
な
重
要
課
題
の
解
決
の

た
め
、
昨
年
度
策
定
し
た「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

に
掲
げ
た
事
業
を
最
優
先
事
業
と

位
置
付
け
、
地
方
創
生
に
向
け
た

好
循
環
を
生
み
出
せ
る
よ
う
取
り

組
む
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
以
上

の
選
択
と
集
中
に
よ
る
施
策
推
進

を
図
り
ま
す
。

　

特
に
、
人
口
減
少
を
可
能
な
限

り
最
小
限
と
す
る
た
め
、
子
育
て

支
援
や
女
性
が
活
躍
で
き
る
環
境

づ
く
り
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

雇
用
の
場
を
確
保
す
る
た
め
、
さ

ら
な
る
内
発
型
産
業
振
興
や
企
業

誘
致
に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

　

詳
細
な
施
策
の
概
要
に
つ
い
て

は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
で
す
。

①
女
性
活
躍
推
進

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
理
念
を

基
本
に
、
働
き
や
す
い
職
場
や
子

育
て
し
や
す
い
環
境
の
実
現
な
ど
、

多
様
な
施
策
に
横
断
的
に
か
つ
官

民
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
み
、「
薩

摩
川
内
に
生
ま
れ
て
よ
か
っ
た
」

「
薩
摩
川
内
で
育
っ
て
よ
か
っ
た
」

「
薩
摩
川
内
で
働
き
た
い
」と
思
え

る
よ
う
な
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

②�

川
内
駅
東
口
市
有
地
利
活
用
事

業

　

県
が
策
定
し
た
原
子
力
発
電
所

立
地
地
域
共
生
交
付
金
に
係
る
地

域
振
興
計
画
が
、
２
月
１
日
付
け

で
経
済
産
業
大
臣
の
承
認
を
受
け

た
こ
と
か
ら
、
同
月
10
日
に
事
業

実
施
方
針
を
公
表
し
、
実
質
的
に

事
業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

今
後
、
事
業
者
公
募
に
向
け
た
事

項
な
ど
の
整
理
を
急
ぎ
、
事
業
者

の
募
集
・
選
定
、
そ
の
後
の
設
計
・

建
設
な
ど
を
進
め
、
平
成
32
年
の

国
民
体
育
大
会
鹿
児
島
大
会
の
開

催
前
ま
で
に
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

施
設
と
民
間
収
益
施
設
の
運
営
を

開
始
す
る
予
定
で
す
。

③
甑
島
振
興

　

甑
島
地
域
が
、
本
年
４
月
に
試

行
さ
れ
る「
有
人
国
境
離
島
法
」の

特
定
有
人
国
境
離
島
地
域
と
し
て

掲
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
航

路
運
賃
の
低
廉
化
や
雇
用
機
会
の

拡
充
な
ど
に
よ
り
、
地
域
の
維
持

や
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

④
健
康
・
福
祉
対
策
の
推
進

　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構

築
を
目
指
し
、
在
宅
医
療
と
介
護

の
連
携
、
認
知
症
高
齢
者
へ
の
支

援
体
制
づ
く
り
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
計

画
に
基
づ
く
待
機
児
童
解
消
や
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
へ
の
支
援
拡
充
、

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
設
立
な
ど
、
子
育
て
世
帯
へ
の

支
援
を
強
化
し
ま
す
。
さ
ら
に

は
、「
薩
摩
川
内
市
３
５
０(

さ
ん

ご
ー
ま
る)

ベ
ジ
ラ
イ
フ
宣
言
の

ま
ち
」と
し
て
、
健
康
づ
く
り
に

市
民
の
皆
さ
ん
と
一
体
と
な
っ
て

取
り
組
み
ま
す
。

 

⑤
環
境
対
策

　

平
成
31
年
度
完
了
を
目
指
し
、

川
内
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
基
幹
的

設
備
改
良
事
業
工
事
に
着
手
す
る

と
と
も
に
、
最
終
処
分
場
の
再
生

事
業
を
継
続
す
る
な
ど
、
快
適
な

環
境
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　平成29年２月22日に開会した第１回市議会定例会において、岩切秀雄市長が述べた市政に
関する考え方や方針の概要を紹介します。なお全文は市ホームページ上でも紹介しています。

施政方針の概要
平成29年第１回市議会定例会
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